
                                                    

 

                                    

   

那
珂
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会 

 
 

会 

長 
 

関 
 

 

守 
 

  

先
日
、
家
庭
教
育
学
級
の
合
同
研
修
会
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
講

師
は
保
護
司
の
柴
原
政
好
先
生
。
演
題
は
「
こ
ど
も
た
ち
が
自
分
の
未

来
を
切
り
拓
く
た
め
に
」
で
し
た
。 

先
生
は
、
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
そ
し
て
素
敵
な
大
人
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
中
学
生
の
今
、
身
に
付
け
て
ほ
し
い
次
の
点
を
挙
げ

て
い
ま
し
た
。 

一
、
朝
、
一
日
の
は
じ
め
に
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け

合
い
ま
し
ょ
う
。 

一
、
時
間
が
守
れ
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。 

一
、
忍
耐
力
を
養
う
。 

一
、
親
を
思
う
心
を
大
切
に
す
る
。 

一
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
然
体
験
を
数
多
く
経
験
し
て
、
今
か
ら
の
生

活
に
必
要
な
知
恵
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

大
人
に
な
り
た
く
な
い
と
考
え
て
い
て
も
、
人
は
年
齢
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
時
間
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
若
い
時

か
ら
夢
を
語
り
、
そ
の
準
備
を
し
た
方
が
賢
明
で
す
と
熱
く
語
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

新
し
い
令
和
の
時
代
と
な
り
、
次
の
時
代
を
担
う
若
者
の
皆
さ
ん
に

遺
産
を
残
す
役
目
は
、
大
人
に
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、「
ど
ん
な
時

代
に
し
た
い
か
」
を
準
備
、
実
践
す
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

も
、
今
を
生
き
る
我
々
大
人
の
行
動
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
素
敵
な
大
人
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
」 
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毎
年
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
開
催
し
て
い
る
こ
の
会

は
、
中
学
校
区
ご
と
に
中
・
高
校
生
と
大
人
（
教
師
や
保
護

者
・
地
域
住
民
等
）
が
一
堂
に
会
し
、
学
校
生
活
や
家
庭
生

活
・
大
人
社
会
等
に
つ
い
て
熱
い
思
い
を
交
わ
す
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

今
号
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
３
つ
の
中
学
校
区
の
様
子
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

      

  目
的 「

な
ぜ
、
今
読
書
が
必
要
な
の
か
」
を
テ
―
マ
に
、
中
学
生
・

高
校
生
・
大
人
（
教
師
・
青
少
年
相
談
員
）
が
一
堂
に
会
し
、

学
校
生
活
や
家
庭
生
活
、
社
会
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
青
少
年
に
対
す
る
相
互
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
。 

場
所 那

珂
市
立
第
二
中
学
校 

パ
ソ
コ
ン
室
・
教
室 

日
時 令

和
元
年
７
月 

日 

午
前
９
時
よ
り 

参
加
者 

中
学
生 

名
、
高
校
生
３
名
、
第
二
中
学
校
長
、
同
校
職
員

４
名
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
２
名
、
青
少
年
相
談
員
８
名 

内
容 中

高
生
が
「
す
す
め
た
い
と
っ
て
お
き
の
一
冊
」
を
紹
介
。

推
薦
し
た
理
由
か
読
書
が
必
要
か
否
か
を
発
表
す
る
。
３
班

編
成
で
高
校
生
が
進
行
役
と
い
う
形
で
実
施
し
ま
し
た
。 

①
講
話 

加
藤
教
諭
（
那
珂
第
二
中
学
校
） 

「
今
読
ん
で
欲
し
い 

冊
」
を
紹
介
。 

②
討
論
内
容 

●
読
書
が
必
要
と
い
う
肯
定
的
意
見 

○
生
き
方
を
考
え
ら
れ
る
。 

○
本
は
や
す
ら
ぎ
を
く
れ
る
。 

○
自
分
の
考
え
を
広
げ
て
く
れ
る
。 

○
「
経
営
者
に
な
り
、
社
会
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
上
で
活
躍

し
た
い
」
の
で
必
要
。 

●
読
書
に
対
し
て
の
否
定
的
意
見 

○
読
書
に
割
く
時
間
が
な
い
。

 

○
読
ん
で
も
頭
に
入
ら
な
い
。

 

●
そ
の
他 

○
読
書
が
必
要
な
こ
と
は
潜

在
意
識
と
し
て
は
持
っ
て

い
る
。 

○
「
受
験
」
を
見
据
え
て
読

解
ト
レ
―
ニ
ン
グ
と
し

て
、
読
書
を
し
た
い
と
の

考
え
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。 

   

令
和
元
年
７
月 

日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し
の
に
於
い

て
、
中
学
生 

名
、
高
校
生
４
名
、
保
護
者
７
名
、
三
中
の
先

生
５
名
、
芳
野
・
木
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
及
び
事
務
局

長
４
名
、
青
少
年
相
談
員 

名
の
参
加
で
、｢

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
誰
で
も
（
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
）

参
加
で
き
る
本
の
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。

「
人
を
通
し
て
本
を
知
る
・
本
を
通
し
て
人
を
知
る
」
を
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
に
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

中
・
高
生
と
他
の
参
加
者
が
５
班
に
分
か
れ
、
中
・
高
生
が

①
～
③
の
手
順
で
発
表
し
ま
し
た
。 

①
順
番
に
一
人
５
分
間
で
、
面
白
い
と
思
っ
た
本
の
内
容
や
感

じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

②
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
後
に
、
参
加
者
全
員
で
そ
の
発
表
に
関

す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
２
～
３
分
行
い
ま
し
た
。 

③
全
て
の
発
表
が
終
了
し
た
後
に
「
ど
の
本
が
一
番
読
み
た
く

な
っ
た
か
？
」
を
基
準
と
し
た
投
票
を
班
毎
に
全
員
で
行
い
、

最
多
票
を
集
め
た
も
の
を｢

チ
ャ
ン
プ
本｣
と
し
ま
し
た
。 

●
各
班
で
紹
介
さ
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
太
文
字
は

チ
ャ
ン
プ
本
で
す
。 

 

Ａ
班 

『
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』『
大
延
長
』『
ラ
ス
ト

サ
バ
イ
バ
ル
』『
君
は
月
夜
に
光
り
輝
く
』『
い
つ
か

眠
り
に
つ
く
日
』 

 

Ｂ
班 

『
心
に
太
陽
を
持
て
』『「
の
び
太
」
と
い
う
生
き
方
』

『
奇
譚
（
き
た
ん
）
ル
ー
ム
』
『
働
く
こ
と
の
喜
び

は
み
ん
な
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
ト
ア
で
教
わ
っ
た
』 

 

Ｃ
班 

『
大
延
長
』『
名
の
な
い
シ
シ
ャ
』『
夏
は
終
わ
ら
な

い
』 

 

Ｄ
班 

『
聲
（
こ
え
）
の
形
』『
ジ
ャ
ン
グ
ル･

ブ
ッ
ク
』『
ぼ

く
た
ち
の
リ
ア
ル
』
『
ぼ
く
の
つ
く
っ
た
魔
法
の
く

す
り
』 

 

Ｅ
班 

『
温
室
デ
イ
ズ
』『
サ
ー
テ
ィ
ー
ナ
イ
ン･

ク
ル
ー
ズ
』

『
五
分
後
に
意
外
な
結
末
』
『
こ
の
川
の
む
こ
う
に

君
が
い
る
』 

●
こ
こ
で
、
那
珂
三
中
の
校
長
先
生
の
講
評
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。 

○
読
書
離
れ
が
進
む
中
で
、
本
を
手
に
取
っ
て
紹
介
し
て
い

る
姿
に
感
心
し
た
。 

○
読
書
の
良
さ
は
、
登
場
人
物
の
子
や
場
面
の
色
等
を
、
自

分
で
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。 

●
最
後
に
参
加
者
か
ら
の
感
想
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。 

〈
七
年
生
〉 

改
め
て
本
の
大
切
さ
を
知
り
、
読
書
へ
の
気
持
ち
が
変
わ
っ

た
。
紹
介
さ
れ
た
本
が
理
解
で
き
、
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
色
々
な
本
を
読
ん
で
み
た
い
。 

〈
八
年
生
〉 

 

人
に
問
い
か
け
る
よ
う
に
ス
ピ
ー
チ
す
る
と
、
聞
い
て
い
る

人
も
考
え
な
が
ら
聞
く
こ

と
が
で
き
る
の
だ
な
と
わ

か
り
、
と
て
も
参
考
に
な

っ
た
。 

〈
高
校
一
年
生
〉 

 

中
学
生
や
大
人
の
人
た

ち
と
話
し
て
み
て
、
様
々

な
本
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
た
。
み
ん
な
難
し
そ
う

な
本
を
読
ん
で
い
る
が
、

と
て
も
上
手
に
説
明
し
て

い
て
感
心
し
た
。 

中 

高 

生 

と 

語 

る 

会 

青
遙
学
園 

第
二
中
学
校 

緑
桜
学
園 

第
三
中
学
校
区 
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令
和
元
年
７
月 

日
、
ら
ぽ
ー
る
に
て
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会 

増
渕
委
員
長
、
古
目
谷
副
委
員
長
、
萩
野
谷
事
務

局
長
、
瓜
中 

白
井
校
長
、
生
徒
指
導 

藤
田
先
生
、
協
議

会
の
関
会
長
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
中
学
生 

名
、
高

校
生
５
名
、
青
少
年
相
談
員
７
名
総
勢 

名
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
最
近
起
き
て
い
る
様
々
な
事
柄
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
は
、
青
少
年
、
特
に
中
高
生
自
身
が
、
自
分

の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
自
信
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
と

考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
自
分
の
プ

ラ
ス
面
を
見
つ
け
よ
う
』
と
し
、
自
分
自
身
の
長
所
を
見

つ
け
る
、
他
の
人
を
理
解
す
る
、
対
人
関
係
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
主
な
感
想
は
、
次
の
通
り
で
し
た
。 

 ○
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
素
直
に
飾
ら
ず
意
見
を
言
え
た
。

 

○
と
て
も
楽
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。 

○
自
分
に
自

信
を
も
つ

こ
と
の
大

切
さ
に
気

づ
い
た
。 

○
他
人
の
良

さ
を
見
つ

け
、
感
じ

る
こ
と
の

大
切
さ
が

よ
く
わ
か

っ
た
。 

○
自
分
の
長

所
を
生
か

し
て
、
他

の
人
の
長

所
も
気
づ

け
る
よ
う

に
し
た
い
。

 

○
友
だ
ち
の
長
所
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

○
め
っ
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
の
で
、
次
回
も
参
加
し
た
い
。 

○
自
分
の
将
来
に
、
今
回
の
体
験
を
生
か
し
た
い
。 

○
他
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
、
素
直
に
ほ
め
て
あ
げ
た

い
。 

○
参
加
人
数
を
増
や
し
て
、
沢
山
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。 

  

次
回
は
今
ま
で
以
上
に
、
よ
り
良
い
機
会
と
な
る
よ
う
、
年

末
か
ら
中
学
校
、
高
校
へ
の
訪
問
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

わ
か
す
ぎ
学
園 

第
四
中
学
校
区 

青
少
年
相
談
員 

  

６
月 

日
、「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い
」
に
於
い
て
、

市
教
育
委
員
会 

中
庭
一
俊
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
「
那
珂

市
の
児
童
生
徒
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
―

マ
の
も
と
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

初
め
に
中
庭
先
生
よ
り
講
話
を
頂
き
、
そ
の
後
は
分
散

会
を
設
け
話
し

合
い
ま
し
た
。 

 〈
講
話
内
容
〉 

○
不
登
校
児
童

生
徒
の
現
況

は
、
全
国
的

に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
小

学
生
よ
り
中

学
生
に
多
く

見
ら
れ
る
。

そ
の
背
景
に

は
友
人
・
家

庭
環
境
が
係

わ
っ
て
い
る
。

 

○
い
じ
め
の
現
況

に
あ
っ
て
は
、
各

小
中
学
校
の
ア

ン
ケ
―
ト
調
査

に
よ
る
認
知
数

は
３
６
５
件
と

多
く
、
そ
の
態
様

は
悪
口
や
冷
や

か
し
に
よ
る
も

の
が
半
数
を
占

め
て
い
る
。 

○
課
題
と
対
策
と

し
て
、
各
小
中
学

校
は
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
や
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携

し
、
い
じ
め
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
や
子
ど
も
の

育
成
に
協
力
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。 

 

〈
分
散
会
〉 

○
い
じ
め
の
認
知
に
は
格
差
が
見
ら
れ
る
が
、
各
学
校
に

は
継
続
し
て
要
因
や
背
景
を
正
し
く
把
握
し
慎
重
に
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
青
少
年
相
談
員
と
し

て
は
、
声
か
け
・

あ
い
さ
つ
を
通

し
、
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
達
を
支

援
し
て
い
き
た

い
等
の
意
見
が

出
ま
し
た
。 

年

に

一

度

の

研
修
で
す
が
、
専

門
講
師
か
ら
の

講
話
は
、
私
た
ち

の
活
動
に
大
き

な
プ
ラ
ス
と
な

り
、
今
回
も
有
意

義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。 

白
鳥
学
園 

瓜
連
中
学
校
区 

青 

少 

年 

相 

談 

員 

研 

修 

会 

(3)令和２年３月１日                                      第７号 
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【
発
行
人
】 

那
珂
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会 

会
長 

関 
 

守 

 

ば
ら
野
学
園 

第
一
中
学
校
区 

青
少
年
相
談
員  

月
７
日
、
移
動
研
修
会
と
し
て
、
児
童
自
立
支
援
施
設

で
あ
る
群
馬
県
立
ぐ
ん
ま
学
園
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

先
ず
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
４
つ
の
柱
「
生
き
る
権
利
」「
育

つ
権
利
」「
守
ら
れ
る
権
利
」「
参
加
す
る
権
利
」
を
運
営
指
針

と
し
て
い
る
こ
と
、
ぐ
ん
ま
学
園
の
沿
革
や
組
織
、
入
所
状
況
、

児
童
の
生
活
状
況
な
ど
を
リ
―
フ
レ
ッ
ト
に
沿
っ
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
レ
ジ
メ
に
沿
っ
て
、
昭
和 

年
以
降
に
お
け
る
刑
法

犯
少
年
の
検
挙
人
員
、
及
び
人
口
比
の
推
移
や
複
雑
な
家
庭
環

境
の
影
響
と
し
て 

〇
生
活
の
不
安
定
さ
→
安
心
感
・
安
全
感
の
欠
如 

〇
基
本
的
な
生
活
環
境
が
身
に
つ
い
て
い
な
い 

〇
常
識
的
な
考
え
方
・
知
識
が
身
に
つ
い
て
い
な
い 

〇
た
く
さ
ん
の
誤
学
習 

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
『
学
校
コ
ワ
イ
』
（
ぶ
ん
／
よ
つ
ば 

も
こ
）
と
い

う
絵
本
の
紹
介
が
あ
り
、
あ
る
種
の
発
達
障
害
の
子
の
一
番
の

悩
み
は
、
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
「
わ
か
ら
な
い
」
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
っ
さ
ら
で
わ
か
ら
な
い
と
い
う
よ
り
、
見

方
、
考
え
方
が
異
な
る
の
で
理
解
で
き
な
い
「
何
を
言
っ
て
い

る
の
？
」「
何
の
こ
と
？
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

こ
の
辺
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
説
明
だ
け
で
は
理
解
が
難
し

そ
う
だ
っ
た
の
で
、
絵
本
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
考
え
よ
う
と
、

絵
本
を
注
文
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

移
動
研
修
会
を
終
え
て
、
児
童
・
生
徒
な
ど
の
青
少
年
の
問

題
は
、「
戦
後
の
混
乱
期
」「
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
格
差
の
増

大
」
「
石
油
シ
ョ
ッ
ク
」
な
ど
、
大
き
な
社
会
の
変
動
に
よ
り

生
じ
て
く
る
こ
と
、
ま
た
、
一
人
一
人
の
家
庭
環
境
や
個
性
な

ど
を
理
解
し
た
上
で
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。 

 

ば
ら
野
学
園
第
一
中
学
校
区 

青
少
年
相
談
員  

 

小
美
玉
市
四
季
文
化
館
み

の
～
れ
森
の
ホ
ー
ル
に
て
、

２
月
８
日
（
土
）
に
「
茨
城

県
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議

会
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
の
県
協
議
会 

山
口

恒
己
会
長
あ
い
さ
つ
で
、
広

域
化
す
る
青
少
年
問
題
の
解

決
に
あ
た
り
二
つ
の
提
案
が

さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
と
考

え
る
子
ど
も
食
堂
等
の
推
進
、
も
う
一
つ
は
、
健
全
育
成
を
考

え
て
の
里
親
制
度
の
導
入
と
推
進
で
す
。
こ
れ
ら
の
提
案
事
項

に
つ
い
て
は
、
内
容
を
よ
く
理
解
し
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 

筆
跡
診
断
士 

小
山
田
香
代
氏
の
講
演
会
で
は
、
普
段
何
気

な
く
書
い
て
い
る
文
字
に
は
、
そ
の
人
の
性
格
・
行
動
・
考
え

方
が
表
れ
る
と
い
う
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
文
字
を
書
く
事

に
よ
っ
て
脳
が
活
性
化
さ
れ
る
、
集
中
力
が
高
ま
る
、
気
持
ち

が
安
定
し
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
な
ど
良
い
面
が
た

く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
改
善
す
る
意
識
を
持
っ
て

文
字
を
書
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
改
善
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
・
間
隔
」
が
あ
る
な
ど
、
文
字
の
例

を
挙
げ
て
の
講
義
で
し
た
。
文
字
を
書
く
事
が
少
な
く
な
っ
た

昨
今
で
す
が
、
文
字
は
嘘
を
つ
か
な
い
し
、
本
音
を
語
っ
て
い

る
の
で
、
一
日
５
分
～ 

分
の
改
善
意
識
を
持
っ
て
文
字
を
書

く
習
慣
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
心
の
軌
道
修
正
が
で
き
、
な
り

た
い
自
分
に
な
れ
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
の
内
容
で
し
た
。
大

変
参
考
に
な
り
、
相
談
員
皆
様
で
受
講
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
し
た
。 

 

小
美
玉
市
を
は
じ
め
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
城
里
町
の
代
表
相

談
員
に
よ
る
事
例
発
表
は
、
景
色
は
変
わ
れ
ど
、
活
動
内
容
、

課
題
等
に
つ
い
て
は
我
々
と
同
じ
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

連
絡
協
議
会
も
発
足
以
来 

年
を
迎
え
る
と
聞
き
及
び
ま

す
。
ま
た
、
社
会
環
境
が
著
し
く
変
化
す
る
な
か
、
山
口
会
長

の
提
案
に
議
論
を
重
ね
、
熟
知
し
、
現
代
に
合
う
青
少
年
の
あ

る
べ
き
姿
を
検
討
し
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
相
談
員
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

移 

動 

研 

修 

会 

令和元年度 事業報告 

通年 
担当地区定期巡回（夜間含め、年１５回程度） 
児童生徒へのあいさつ声かけ 
那珂市民会議等の事業への協力 

４月 年度初めの学校へのあいさつ 

５月 ステーションパトロール 

６月 研修会 

７月 
「青少年の健全育成に協力する店」の登録推進活動 
中高生と語る会 

８月 
夏休み繁華街パトロール 
青少年健全育成のための懇談会 
ひまわりフェスティバルパトロール 

１０月 
移動研修会 
第４９回茨城県青少年相談員研修大会への参加 

１１月 ステーションパトロール 

１２月 冬休み繁華街パトロール 

１月 「青少年の健全育成に協力する店」への新年あいさつ 

２月 茨城県青少年相談員連絡協議会第３ブロック研修会 

３月 中学校卒業式パトロール 

 

 

第 

３ 

ブ 

ロ 

ッ 

ク 

研 

修 

会 

第７号                                       令和 2 年３月１日(4) 

11 
22
22 

24 
22
22 

10 
22
22 

50 
22
22 


